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熊本大学を支えてくださる皆様や応援してくださる皆様に、本学の財務状態や
運営状況を財務の観点から広くご理解いただくことを目的として、この「財務レ
ポート」を作成いたしました。

このレポートが皆様と熊本大学の相互理解に役立つものとなれば、幸甚でござ
います。

国立大学法人熊本大学運営基盤管理部財務ユニット
予算・決算チーム（決算担当）

〒860-8555 熊本市中央区黒髪２丁目39番１号
℡ 096-342-3159  FAX 096-342-3150



１．ごあいさつ

平成２５事業年度「財務レポート」の作成にあたって

国立大学法人は、国民の皆様に対し財政状態や運営状況に関する説明責任を果たす観点
から、一般企業と同様に財務諸表を作成し、文部科学大臣に提出した上で承認を得るこ
と、及びその公表が義務づけられています。

今般、平成２５事業年度の財務諸表について文部科学大臣の承認を得ましたので、ホー
ムページで公表するとともに、本財務レポートを作成し、本学の財務内容についてより具
体的にご理解いただくこととしました。

我が国は、急速な少子高齢化、グローバル化など社会の急激な変化に直面しており、持
続的に発展し活力ある社会を目指した変革の遂行が求められています。大学は社会の変革
を担う人材の育成やイノベーションの創出といった責務に応えるために、社会における大
学の機能の再構築等に取り組んでいく必要があります。

このような状況の中、本学は、本学の特徴、イメージを表す言葉として「創造する森
挑戦する炎」というコミュニケーションワードを選定し、学内外に向けて発表しました。
このコミュニケーションワードは、本学の、様々な英知を結集して新しい価値を創造し育
てることや、いかなる困難の中でも、怯むこと無く、具体的に課題を解決していくという
本学の伝統的な姿勢、スピリッツを示しています。

一方、国立大学法人の諸活動を支える財政的基盤は厳しいものがあり、本学でも、２０
０４年の「国立大学法人化」以降、国から支出される「運営費交付金」は削減されていま
す。
このため、運営上の無駄をなくして経費の節減を図るとともに、科学研究費補助金をは

じめとする「競争的資金」や企業等からの「寄附金」等の積極的獲得に努めているところ
です。

今後も、学長のリーダーシップの下、本学の強み・特色を最大限に生かし、自ら改善・
発展する仕組みを構築することにより、持続的な「競争力」を持ち、高い付加価値を生み
出す大学の実現を目指し、社会の期待に応えていくこととしています。

本学を支えてくださる皆様や、応援して下さる皆様におかれましては、このような状況
をご理解下さいますとともに、引き続きご支援・ご協力を賜りますようお願い致します。

国立大学法人熊本大学理事（財務・施設担当） 倉田 裕
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２．熊本大学の財政状態

■ グラフで見る貸借対照表 （貸借対照表の詳細は12ページをご覧下さい）

貸借対照表は、期末日（3月31日）における国立大学法人のすべての「資産」、「負債」及び「資本」
を１つの表に集約したものです。これにより熊本大学の財政状態を知ることができます。

－２－

（単位：百万円）

土地; 45,569 
(33.6%)

建物・構築物; 
50,198 
(37.0%)

機械装置・工具器具備品; 
10,605 (7.8%)

図書; 4,015 
(3.0%)

その他固定

資産; 1,325 
(1.0%) 現金及び預金; 

14,569 
(10.8%)

未収附属病院収入; 
4,321 (3.2%)

その他流動資産; 
4,890 (3.6%)

資産見返負債; 
13,352 (9.9%)

国立大学財務・経営

センター債務負担金; 
8,998 (6.6%)

長期借入金; 
22,220 
(16.4%)

運営費交付金

債務; 914 
(0.7%)

寄附金債務; 
4,421 
(3.3%)

その他の

負債; 
15,496 
(11.4%)

資本金; 
66,954 
(49.4%)

資本剰余金; 
793 (0.6%)

利益剰余金; 
2,344 (1.7%)

資産総額

135,496百万円 135,496百万円

負債・純資産

■ 資産

熊本大学の資産総額は1,354億円です。そのうち、土地や、建物、特許権などの固定資産が1,117億円、
現金や預金、未収附属病院収入などの流動資産が237億円となっています。

□ 土地

熊本大学の資産のうち、土地は455億円です。
熊本大学は、熊本市内を中心に、黒髪地区、本荘・

九品寺地区、大江地区等にキャンパスなどを所有して
います。

黒髪地区キャンパス



■ 負債・純資産

熊本大学の負債･純資産総額は1,354億円です。負債総額654億円のうち、長期借入金などの固定負債が
447億円、運営費交付金残高などの流動負債が206億円となっています。また、純資産総額は700億円です。

□ 建物・構築物

熊本大学の資産のうち、建物・構築物は501億円です。
以下は、25年度に改修など行っている一例です。

◇ 附属病院再開発事業

熊本大学では、附属病院の再開発事業を行っています。平成
14年の西病棟、18年の中央診療棟、22年の東病棟に引き続き、
25年度末に新外来診療棟が完成しました。
新外来診療棟は、西病棟などと一体的に整備・運用すること

で、外来部門に関する医療制度や診療体制の変化、地域からの
要請に応えられるとともに、これまでの課題であった診察ブー
スの個室化による患者のプライパシー保護と、既存施設との階
高の統一によるバリアフリー化を実現しました。26年9月より
供用しております。

◇附属図書館中央館改修
24年度から行っていた附属図書館中央館の改修工事が完了し

ました。今回の改修ではラーニングコモンズという新しい図書
館機能を設けており、2階の「静」の空間、1階の「動」の空間、
また地階の「蓄（アーカイブ）」の空間の棲み分けにも十分配
慮し、図書館のこれまでの実績や新たなサービスを踏まえつつ、
新時代の図書館にふさわしい機能の実現と意義ある諸サービス
を提供することが可能なものとなっています。

◇国際先端医学研究拠点施設新営
国内外の優秀な研究者の招へいや若手研究者・大学院生等の

教育・育成を可能とする、世界トップクラスの研究プロジェク
トを展開するために必要な、質の高い研究・実験スペースを整
備しました。

－３－

長期借入実績□ 長期借入金債務

本学では、附属病院の施設・設備整備のため
に、国立大学財務・経営センターより資金の借
入を行っております。
平成14年の西病棟、18年の中央診療棟、22

年の東病棟及び25年度末完成の外来診療棟と、
一連の再開発に伴い借入額も増加しましたが、
計画的な返済により債務残高は減少傾向にあり
ます。

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25

借入額 3,114 5,615 8,148 937 3,055 5,321 155 109 1,257 3,051

償還額 1,346 1,483 1,816 2,362 2,650 2,411 2,503 2,824 2,698 2,649

残高 24,964 29,097 35,429 34,004 34,410 37,320 34,972 32,257 30,817 31,218
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単位：百万円

新外来診療棟

附属図書館中央館

国際先端医学研究拠点施設



３．熊本大学の運営状況

■ グラフで見る損益計算書 （損益計算書の詳細は14ページをご覧下さい）

損益計算書は、国立大学法人が一会計期間（4月1日～3月31日）において、教育、研究、診療などの業
務を実施するために要した費用と、これに対応するすべての収益を示すものです。これにより、国立大学
法人の運営状況を知ることができます。

（単位：百万円）

■ 費用

－４－

□ 教育・研究経費

国立大学は教育・研究が主な業務です。業務
として、学生に対し行われる教育に要する経費
と研究に要する経費を教育・研究経費といいま
す。

教育・研究業務の活動性を表す比率として、
業務費対教育研究経費比率があります。

本学の比率は同規模大学よりも比率が高く、
高い活動性を保っています。

教育経費; 
2,023 (4.0%)

研究経費; 
4,166 (8.3%)

診療経費; 
15,085 
(30.0%)

教育研究支援経費; 
703 (1.4%)

受託研究費等; 
1,772 (3.5%)

人件費; 24,755 
(49.3%)

一般管理費; 
1,225 (2.4%)

その他の費用; 
526 (1.0%)

運営費交付金

収益; 14,859 
(29.0%)

授業料収益; 
5,070 (9.9%)

入学金収益; 
754 (1.5%)

検定料収益; 

136 (0.3%)

附属病院収益; 

22,793 (44.6%)

受託研究等収

益; 1,789 
(3.5%)

寄附金収益; 
1,565 (3.1%)

資産見返戻入; 
1,896 (3.7%)

その他の収益; 
2,292 (4.5%)

経常費用

50,258百万円

経常収益

51,157百万円

：高い方が望ましいことを示します。

：低い方が望ましいことを示します。

※グラフについて



－５－

□ 診療経費

診療経費とは、附属病院における診療報酬
の獲得が予定される行為に要する経費です。

附属病院収益に対する診療経費の割合を診
療経費比率といい、収益性を判断する指標と
なります。

25年度は、平均在院日数の短縮などの増収
に向けた取り組みにより附属病院収益額が増
加する一方、外来診療棟新営などに伴い費用
も増加しました。費用の増加分が収益の増加
分を上回ったため、診療経費比率が増加して
います。

□ 人件費

国立大学の教育研究の基盤は人的資本であ
り、大学の支出の中でも最大の部分です。

効率性を表す指標として、業務費に対する
人件費の比率があります。

25年度は、附属病院医師・看護師の増など
の要因で人件費総額は若干増加しましたが、
業務費の増と比較して上昇幅が少なかったた
め、比率は微減しています。

※ 業務費については19ページをご覧下さい。

□ 一般管理費

一般管理費は、大学の管理業務の費用です。
効率性を表す指標として、業務費に対する

一般管理費の比率があります。
25年度は、建物修繕費などが減少したこと

などにより、比率は微減となっています。
本学では、省エネや複写機の一括調達など

のコスト削減に継続して取り組んでおり、同
規模大学等より低い比率を保っています。

※ 業務費については19ページをご覧下さい。



■ 収益

□ 国立大学の収益について

国立大学法人等の収益とは、「教育研究の実施、財貨の引渡又は生産その他の国立大学法人等の業務
に関連し、その資産の増加又は負債の減少（又は両者の組合せ）をもたらす経済的便益の増加であって、
国立大学法人等の財産的基礎を増加させる資本取引によってもたらされるものを除くものをいう」と、
国立大学法人会計基準に定義されております。

具体的には、運営費交付金収益、授業料収益、入学金収益、検定料収益、附属病院収益、受託研究等
収益、受託事業等収益、寄附金収益などとなります。

□ 外部資金の状況

ここでいう外部資金は、受託研究等収益、
受託事業等収益、寄附金収益の合計を指しま
す。大学の自主的な経営努力として財源確保
を図るためには、外部資金の獲得が重要に
なってきます。

そこで、経常収益に対する外部資金の比
率をグラフに表すと、本学の25年度は24年
度に比べ外部資金収益額は増加しているもの
の、経常収益の増加分が外部資金の増加分を
上回っているため、比率は微減となっていま
す。

－６－

□ 運営費交付金収益

運営費交付金とは、国立大学法人等に対して国から負託された業務の財源のことです。負託された
業務の財源であるため、交付金の交付をもって直ちに収益と認識することは適当ではなく、交付され
た運営費交付金は相当額を運営費交付金債務として負債に計上し、業務の進行などに応じて収益化を
行います。

□ 授業料収益

授業料について、学生から負託された教育の経済資源です。一定の負債性が認められることから、
会計処理上運営費交付金と同様の取扱いをします。

以下は主な収益の説明です。なお、外部資金については複数の収益を合計している経年比較を掲載していま
す。

□ 附属病院収益

施設としての病院における診療等の提供によって、実現した資産の増加又は負債の減少をもたら
す経済的便益を、附属病院収益といいます。

※外部資金収益額は、熊本大学分のみを記載しています。



４．附属病院の運営状況

附属病院は、診療科、薬剤部、看護部及び中央診療施設
等を有し、病床数845床（一般病床795床、精神病床50床）
で、1日平均の外来患者数は1,300人を超えています。

現在、21世紀の医学、医療を担うに足る附属病院の完成
を目指し、先進医療と全人的・包括的医療を兼ね備えた総
合診療体制の確立を推進しています。その一環として、平
成16年1月から診療内容も臓器別・系統別診療体制へ移行し
たほか、都道府県がん診療連携拠点病院、肝疾患診療連携
拠点病院等の指定も受けており、熊本県の地域医療水準の
向上に取り組んでおります。

（単位：百万円）

－７－

■ 附属病院の運営状況

25年度の附属病院の経常費用は271億円、経常収益は282億円で、経常収益から経常費用を差し引いた
業務損益は、約11億円となっています。

教育経費; 
24 (0.1%)

研究経費; 
153 (0.6%)

診療経費; 
15,085 (55.6%)

受託研究費等; 
275 (1.0%)

人件費; 10,909 
(40.2%)

一般管理費; 
211 (0.8%)

その他の費用; 
467 (1.7%)

運営費交付金収益; 

3,863 (13.7%)

附属病院収益; 

22,793 (80.6%)

受託研究等収益; 

308 (1.1%)

寄附金収益, 

552 (2.0%)

資産見返負債戻入; 

428 (1.5%)
その他の収益; 

339 (1.2%)

経常費用 経常収益

27,127百万円 28,286百万円



－８－

◇ 病床稼働率

病床稼働率とは、当日の24時現在の入院と
退院した方を合計し、病床数で除したもので
す。25年度の病床稼働率は、86.5%であり、
これまでも85％を越えて推移しています。
病床稼働率が、25年度において低下してい

るのは、DPCⅢ期以降の退院患者割合の縮減
を図った影響により、在院患者延数が減少し
たことによるものです。

◇ 平均在院日数（一般）

平均在院日数とは、入院患者が病院で過ご
す平均の日数のことで、在院患者延数と新入
院患者数、退院患者数を使用して算出しま
す。
また、一般病床とは、精神病床を除いた病

床を示します。
25年度における附属病院の平均在院日数

（一般）は、16.0日となっています。

◇ 入院・外来延べ患者数

25年度の1日の延べ患者数は入院が731人,外
来が1,374人です。
地域別に見てみると、熊本県内からの来院

が90%以上を占めており、中でも熊本市内か
らの来院が最も多くなっています。また、福
岡県や宮崎県といった県外からの来院もあり
ます。

■ 附属病院に関する指標

附属病院の経営状況に関する指標を紹介します。



５．熊本大学の財務諸表

■ 熊本大学の財務諸表

□ 貸借対照表（B/S） Balance Sheet （資産と負債・資本とがバランスする）

期末日（3月31日）における国立大学法人のすべての「資産」、「負債」及び「資本」を一表に集約し、財

政状態を明らかにしたものです。「負債」及び「資本」は元手資金をどのような方法で集めているかを、また
「資産」はどのような形で運用しているかを示します。

（単位：百万円、単位未満切捨）

■ 国立大学法人の財務諸表

国立大学法人では、運営費交付金、授業料等の学生納付金や附属病院収入等の自己収入などをもって業
務が実施されます。そのため、財政状態や運営状況について、国民、学生・受験生、地域社会、企業など
の利害関係者に対する説明責任があります。そこで、国民その他の利害関係者にわかりやすい形で適切に
情報を提供するため、企業会計原則に沿った財務諸表を作成し、公表しています。

－９－

※ 単位未満切捨のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しません。

勘定科目 ２５年度 ２４年度 増減 勘定科目 ２５年度 ２４年度 増減

資産の部 135,496 129,741 5,755 負債の部 65,403 61,679 3,724
固定資産 111,714 108,440 3,274 固定負債 44,764 43,925 839

  有形固定資産 111,157 107,902 3,255   資産見返負債 13,352 12,158 1,194

     土地 45,569 45,569 0

     建物･構築物 50,198 47,620 2,578

     機械装置･工具器具備品 10,605 9,610 995   長期借入金 20,348 19,169 1,179

     図書 4,015 4,027 ▲ 12   その他の固定負債 3,019 3,598 ▲ 579

     その他の有形固定資産 767 1,074 ▲ 307 流動負債 20,639 17,754 2,885

  無形固定資産 347 328 19   運営費交付金債務 914 2,282 ▲ 1,368

  その他の固定資産 210 210 0   寄附金債務 4,421 4,108 313

  現金及び預金 14,569 12,954 1,615

  未収附属病院収入 4,321 4,362 ▲ 41

  その他の流動資産 4,890 3,984 906

  未払金 10,180 6,792 3,388

  その他の流動負債 2,296 1,921 375

純資産の部 70,092 68,062 2,030

資本金 66,954 66,954 0

　政府出資金 66,954 66,954 0

資本剰余金 793 ▲ 717 1,510

利益剰余金 2,344 1,825 519

　積立金 917 76 841

　当期総利益 723 841 ▲ 118

負債及び純資産合計 135,496 129,741 5,755

1,871 1,612 259

702 907 ▲ 205

  一年以内返済予定

　長期借入金

　教育研究環境等

　整備積立金

8,044 8,998 ▲ 954

流動資産 23,781 21,301 2,480
954 1,036 ▲ 82

  国立大学財務･経営

　センター債務負担金

  一年以内返済予定

  国立大学財務･経営

　センター債務負担金



◇ 貸借対照表の主な増減要因

【資産の部】
平成25年度末現在の資産合計は57億54百万円（4.4％）（以下、特に断らない限り前年度比）増の

1,354億96百万円となっています。主な増減要因としては、以下のとおりです。

①｢建物・構築物｣で、附属病院外来診療棟、本荘地区国際先端医学研究拠点施設等の新営及び附属図書
館等の改修などにより56億98百万円増加し、減価償却の進捗による減少を上回ったことにより、25億
78百万円（5.4％）増加し、501億98百万円となった。

②「機械装置、工具器具備品」で、教育研究設備、医療機械設備等の購入などにより40億8百万円増加
し、減価償却の進捗による減少を上回ったことにより、9億95百万円（10.4％）増加し、106億5百万円
となった。

③「現金及び預金」が、未払金の増などにより16億14百万円（12.5％）増の145億69百万円となった。

【負債の部】
平成25年度末現在の負債合計は、37億24百万円（6.0％）増の約654億3百万円となっています。主な

増減要因としては、以下のとおりです。

①「資産見返負債」が、取得資産の増加に伴い11億93百万円（9.8％）増の133億52百万円となった。
②「長期借入金（固定負債及び流動負債）」が、附属病院外来診療棟新営工事等による借入金の増加に
より、14億38百万円（6.9％）増の222億20百万円となった。

③｢運営費交付金債務｣が、繰越した平成24年度補正予算を執行したことなどにより、13億67百万円
（59.9％）減の9億14百万円となった。

④ 「その他の負債」で、未払金が33億88百万円（49.9％）増の101億80百万円となった。

【純資産の部】
平成25年度末現在の純資産合計は、20億30百万円（3.0％）増の700億92百万円となっています。
主な増減要因としては、｢資本剰余金｣で、施設整備費補助金等を財源とする資産が増加し、損益外減

価償却の進捗による減少を上回ったことにより、15億11百万円（210.5％）増の7億93千万円となったこ
とがあげられます。

－１０－



－１１－

◇ 主な増減要因

【経常費用】
平成25年度の経常費用は、17億42百万円（3.6％）増の502億58百万円となっています。主な要因とし

ては、以下のとおりです。

①｢教育経費｣で、授業料免除率を前年度に引き続きさらに1％引き上げたことによる奨学費の増などに
より、1億3百万円（5.4％）増の20億23百万円となった。

②｢診療経費｣が、手術室の改修や外来診療棟新営に伴う費用の増加及び増収に努めたことによる材料費
の増加などにより、9億56百万円（6.8％）増の150億85百万円となった。

③「人件費」が、附属病院医師・看護師の増などによる非常勤教職員人件費の増加及び常勤教職員退職
給付費用の増加などにより、5億67百万円（2.3％）増の247億55百万円となった。

【経常収益】
平成25年度の経常収益は、17億89百万円（3.6％）増の511億57百万円となっています。主な要因とし

ては、以下のとおりです。

①｢運営交付金収益」が、繰越した平成24年度補正予算を執行したことなどにより、8億99百万円
（6.5％）増の148億59百万円となった。

②｢附属病院収益｣が、平均在院日数の短縮などの増収に向けた取り組みにより、6億7百万円（2.7％）
増の227億93百万円となった。

【当期総利益】
上記経常損益に、臨時損失として減損損失及びPCB廃棄物処理費で3億9百万円、臨時利益として固定

資産除却に伴う見返負債戻入など44百万円、目的積立金取崩額に89百万円を計上したことで、平成25年
度の当期総利益は1億18百万円（14.0％）減の7億23百万円となっています。

□ 損益計算書（P/L） Profit & Loss （利益・収益と損失）

一会計期間（4月1日～3月31日）の国立大学法人における教育、研究、診療などの業務を実施するために

要した費用と、これに対応するすべての収益を示すもので、国立大学法人の運営状況を明らかにするもので
す。収益と費用の差が純利益になります。

（単位：百万円、単位未満切捨）

※ 単位未満切捨のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しません。

勘定科目 ２５年度 ２４年度 増減 勘定科目 ２５年度 ２４年度 増減

経常費用 50,258 48,515 1,743 経常収益 51,157 49,367 1,790
 業務費 48,506 46,706 1,800  運営費交付金収益 14,859 13,959 900

   教育経費 2,023 1,919 104  授業料収益 5,070 4,981 89

   研究経費 4,166 4,115 51  入学金収益 754 749 5

   診療経費 15,085 14,129 956  検定料収益 136 149 ▲ 13

   教育研究支援経費 703 624 79  附属病院収益 22,793 22,185 608

   受託研究費等 1,772 1,729 43

　 役員人件費 95 106 ▲ 11

　 教員人件費 13,420 13,164 256  寄附金収益 1,565 1,586 ▲ 21

　 職員人件費 11,240 10,916 324  資産見返戻入 1,896 1,727 169

 一般管理費 1,225 1,235 ▲ 10  その他の収益 2,292 2,289 3

 その他の費用 526 573 ▲ 47

経常利益 899 852 47

臨時損失 309 39 270 臨時利益 44 0 44

当期純利益 633 813 ▲ 180 目的積立金取崩額 89 27 62

当期総利益 723 841 ▲ 118

511,789 1,738 受託研究・

 受託事業等収益



□ キャッシュフロー計算書
一会計期間（4月1日～3月31日）における｢お金（キャッシュ）｣の｢流れ（フロー）｣に着目し、これを「業

務活動」、「投資活動」、「財務活動」の3つの区分で表示するものです。

費用、収益、利益、損失の概念から離れて、借入や出資の追加等も含めて、現金の受払という事実の全てを
認識･測定します。

（単位：百万円、単位未満切捨）

－１２－

※ 単位未満切捨のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しません。

区　　　分 ２５年度 ２４年度 増減

Ⅰ　業務活動によるキャッシュ・フロー 5,651 7,739 ▲ 2,088

　原材料等支出 ▲ 19,161 ▲ 16,240 ▲ 2,921

　人件費支出 ▲ 24,670 ▲ 24,325 ▲ 345

　その他の業務支出 ▲ 1,397 ▲ 1,099 ▲ 298

　運営費交付金収入 15,243 15,457 ▲ 214

　学生納付金収入 5,729 5,759 ▲ 30

　附属病院収入 22,845 21,713 1,132

　受託研究・受託事業等収入 1,793 2,170 ▲ 377

　補助金等収入 2,281 1,414 867

　寄附金収入 1,870 1,851 19

　その他の業務収入等 1,116 1,038 78

　国庫納付金の支払額 　－ 　－ 　－

Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 3,851 ▲ 1,477 ▲ 2,374

　有価証券の取得による支出 ▲ 4,000 ▲ 5,000 1,000

　有価証券の売却による収入 3,000 6,000 ▲ 3,000

　有形･無形固定資産の取得による支出 ▲ 5,237 ▲ 3,368 ▲ 1,869

　定期預金の預入による支出 ▲ 10,530 ▲ 9,000 ▲ 1,530

　定期預金の払戻による収入 9,530 8,530 1,000

　施設費による収入 3,374 1,341 2,033

　利息及び配当金の受領額 11 18 ▲ 7

　その他 0 0 0

Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 1,184 ▲ 2,970 1,786

　長期借入による収入 3,050 1,257 1,793

　長期借入金の返済による支出 ▲ 1,612 ▲ 1,545 ▲ 67

　リース債務の返済による支出 ▲ 607 ▲ 536 ▲ 71

　財務･経営ｾﾝﾀｰ債務負担金返済による支出 ▲ 1,036 ▲ 1,151 115

　利息の支払額 ▲ 524 ▲ 576 52

　その他 ▲ 454 ▲ 417 ▲ 37

Ⅳ　資金に係る換算差額 － － －

Ⅴ　資金増加額 614 3,290 ▲ 2,676

Ⅵ　資金期首残高 7,954 4,664 3,290

Ⅶ　資金期末残高 8,569 7,954 615



□ 利益の処分（損失の処理）に関する書類
損益計算書により算定された｢当期未処分利益（または当期未処理損失）」の処分（処理）の内容を明らか

にするものです。

□ 国立大学法人等業務実施コスト計算書
納税者である国民が、国立大学法人の業務運営に対して評価、判断できるよう、一会計期間（4月1日～3月

31日）の国民負担額（税金等により国民が負担するコスト）を集約するものです。

企業会計にはないもので、損益計算書にはない「国から継承した土地や建物などを利用する場合の本来負担
すべき費用（機会費用）」などが含まれますが、自己収入などは対象となりません。

（単位：百万円、単位未満切捨）

国民一人あたりの負担額 146円（対前事業年度比 ＋４円）
《 業務実施コスト ÷ 総人口（12,713万人（平成26年4月1日現在確定値：総務省統計局））》

□ 附属明細書

資産、負債、純資産の内訳、キャンパスや病院ごとの（セグメント）情報、外部資金獲得状況など、
貸借対照表及び損益計算書の詳細が示されている資料です。

－１３－

※ 単位未満切捨のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しません。

区　　　分 ２５年度 ２４年度 増減

Ⅰ　業務費用 17,311 16,096 1,215
（１）損益計算書上の費用 50,567 48,554 2,013

　　業務費 48,506 46,706 1,800

　　一般管理費 1,225 1,235 ▲ 10

　　財務費用 521 572 ▲ 51

　　その他 315 40 275

（２）（控除）自己収入等 ▲ 33,256 ▲ 32,457 ▲ 799

　　学生納付金収益 ▲ 5,969 ▲ 5,879 ▲ 90

　　附属病院収益 ▲ 22,793 ▲ 22,185 ▲ 608

　　受託研究・受託事業等収益 ▲ 1,789 ▲ 1,738 ▲ 51

　　寄附金収益 ▲ 1,565 ▲ 1,586 21

　　その他 ▲ 1,140 ▲ 1,067 ▲ 73

Ⅱ　損益外減価償却等相当額 1,985 2,017 ▲ 32
Ⅲ　損益外減損損失相当額 11 4 7
Ⅳ　損益外利息費用相当額 0 0 0
Ⅴ　損益外除売却差額相当額 0 0 0
Ⅵ　引当外賞与増加見積額 20 1 19
Ⅶ　引当外退職給付増加見積額 ▲ 1,098 ▲ 407 ▲ 691
Ⅷ　機会費用 441 390 51
Ⅸ　国立大学法人等業務実施コスト 18,672 18,104 568



■ 決算報告書

国立大学法人は、財務諸表のほかに｢決算報告書｣を作成します。「決算報告書」は、予算の執行状況を明ら
かにするものであり、国の会計認識基準に準じて、作成されるものです。

決算報告書と損益計算書は、作成基準が異なるため、数値は必ずしも一致しません。

（単位：百万円、単位未満切捨）

－１４－

※ 単位未満切捨のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しません。

科　　目 予算額 決算額 決算－予算

収入 57,253 59,192 1,939
　運営費交付金 16,893 16,610 ▲ 283

　施設整備費補助金 3,913 3,318 ▲ 595

　補助金等収入 805 1,995 1,190

　国立大学財務・経営ｾﾝﾀｰ施設費交付金 56 56 0

　学生納付金収入 6,304 6,238 ▲ 66

　附属病院収入 21,668 22,845 1,177

　雑収入 733 1,062 329

　産学連携等研究収入及び寄附金収入等 3,490 3,798 308

　引当金取崩 － 11 11

　長期借入金収入 3,120 3,050 ▲ 70

　目的積立金取崩 271 205 ▲ 66

支出 57,253 58,668 1,415
　教育研究経費 19,752 20,252 500

　診療経費 23,000 23,480 480

　施設整備費 7,089 6,424 ▲ 665

　補助金等 805 1,995 1,190

　産学連携等研究経費及び寄附金事業費等 3,490 3,416 ▲ 74

　長期借入金償還金 3,117 3,098 ▲ 19

収入 － 支出 － 523 523



■ 財務諸表の関連図

財務諸表は以下のような相関関係にあります。

－１５－

※ 単位未満切捨のため、総数と内訳の合計は必ずしも一致しません。
（単位：百万円、単位未満切捨）

【 一会計期間のお金の流れ 】

【 一会計期間の運営状況 】

目的積立金取崩

89

51,157

経常収益 国立大学
法人等事業
実施コスト

18,6721,360
70,092

資本 50,567

損益計算書
上の費用

臨時損失 309

自己収入等
に基づく収益

定期預金

6,000

収入

69,869

期末残高

期首残高

7,954

33,256

施設費

償還費

収入-支出

資産

135,496

当期総利益

723

負債

65,403
経常費用

50,258

運営費
交付金

補助金

【 未処分利益の処分内容 】

＋

決算報告書

借入金

キャッシュフロー計算書
利益の処分に
関する書類

業務費

自己収入

支出

69,254
利益処分額

723

8,569

国立大学法人等
業務実施コスト計算書

【 期末日の財政状況 】 【 国民が負担するコスト 】

臨時利益  44

貸借対照表 損益計算書

【 予算の執行状況 】

14,569
723

33,256

損益外減価償却相当額

損益外減損損失相当額

引当外賞与増加見積額

機会費用 など

損益計算書の「当期総利益」と

決算報告書の「収支－支出」

は、作成基準が異なるため一

致しません。

現金及び預金

当期総利益

自己収入等に

基づく収益



６．国立大学法人の会計処理

国立大学法人等の会計は、「原則として企業会計基準によること」（準用通則法37条）とされており、
国立大学法人会計基準は企業会計原則に準拠しつつ、公的な性格を有し、主たる業務内容が教育・研究
である等の国立大学法人等の特性を考慮し、必要な修正を加えたものであるとされています。

また、国立大学法人の会計の取扱いは、基本的に独立行政法人と共通しております。以下、企業会計
と比較して特徴的な会計の取扱いについて一部説明します。

－１６－

収益化の方法 財源

期間進行基準
期間の経過に伴い業務が実施されたとみなして債務
を収益化する。

運営費交付金、授業料

業務達成基準
業務の実施（達成度）に伴い債務を収益化する。
（プロジェクト研究など）

運営費交付金

費用進行基準
費用の発生額と同額の業務が実施されたとみなして
債務を収益化する。

運営費交付金、寄附金、施設費、
補助金、受託研究費等

■ 収益のしくみ

□ 資金受入時に債務計上

運営費交付金や授業料などは、直ちに収益となるわけではなく、当期における授業や研究を行わなけれ
ばならない義務（債務）を負う財源として、いったん負債として計上します。これを、期間の経過や業務
の実施に伴い収益化しています。
一方、附属病院収益は、診療行為を行ったときに収益計上します。これは、企業会計と同様の会計処理で
す。入学料や検定料などについても同様の処理になります。

□ 損益均衡

国立大学法人は、利益の獲得を目的としていないため、通常の運営を行えば損益均衡となる会計制度
となっています。そのため、時間の経過や業務のための支出額等に応じて義務が解消されたという解釈
により、順次収益に振り替えていきます。
例えば、期間進行基準では、振り替えられた収益と消耗品などを購入した際に発生する費用との差額が
利益となります。業務の効率化や経費削減などで費用が抑えられれば、その分だけ利益が増加します。

期間進行基準

借方 貸方 費用 収益

利益　20

現金　20 未処分利益　20

財源
貸借対照表（B/S） 損益計算書（P/L）

運営費交付金
（損益が均衡する場合）

現金　100 運営費交付金債務　100

100の教育業務を、100
の費用で行った。

教育経費　100 運営費交付金収益　100

現金　100 運営費交付金債務　100

100の教育業務を、80
の費用で行った。

運営費交付金収益　100
教育経費　80

運営費交付金
（利益が生じる場合）



■減価償却の処理について
国立大学法人の減価償却の処理には、一般企業にはない特色があります。

－１７－

一般企業の減価償却

(1)設備の費消部分を固定資産価格から減額(20円)
する。→適切な資産価値を表示するため。

（2)設備の費消部分を費用(20円)として認識。
→適切な経営成績を表示するため。

(3)費用として認識することで当該資産の更新資金
(20円)を企業内部に留保する。
→当期利益ゼロでも現金(20円)が貯まる。

国立大学法人の減価償却

(1)設備の費消部分を固定資産価格から減額(20円)する。
→適切な資産価値を表示するため。

(2)設備の費消部分を費用として認識しない固定資産がある。

(3)当該資産の更新資金を内部に留保しない資産がある。

固定資産100

売上高 20

減価償却費 20

当期利益 0

現金20

固定資産80

費用は減価
償却費の
み、同額の
売上獲得と
仮定。

［意義］

［意義］

一般企業と同様

一般企業と異なる取扱い

国立大学法人の減価償却は、当該設備の更新投資資金をどのように捻出するかで次の３つに分けられる。

①附属病院の診療機器等の
更新投資資金は、大学が
獲得した自己収入から手当
（収入の獲得が可能な資産）

通常の減価償却費処理

一般企業と同様
・設備の費消部分は費用として
認識。
・更新資金は内部留保する。

②大学の教育研究設備（器具備
品）等は、更新が必要な年の運
営費交付金から大学が捻出。
（収入の獲得がない資産）

減価償却費と同額の資産
見返負債戻入処理

一般企業と異なる
・設備の費消部分は費用として
認識するが、評価に資する損
益均衡要請により、同額の収
益（資産見返負債戻入）を計上。
・更新資金は内部留保しない。

損益外減価償却費処理

一般企業と異なる
・設備の費消部分は損益計算書
上の費用としては認識しない。
・更新資金は内部留保しない。

③大学の基盤的施設（建物）等
は、更新が必要な際に、出資
者である国が責任をもって措置。
（収入の獲得がない資産）

固定資産100

減価償却費 20

収益 20

当期利益 0

現金20

固定資産80

貸借対照表

損益計算書

貸借対照表

固定資産100 資産見返負債100

減価償却費 20

資産見返負債戻入20

当期利益 0

固定資産80 資産見返負債80

貸借対照表

損益計算書

貸借対照表

損益計算書を
経ることなく、固定資産
及び資本剰余金を減額

固定資産
100

資本剰余金

100

固定資産

80

資本剰余金

80

貸借対照表

貸借対照表

※資産見返負債：固定資産購入時に資産と同
額を運営費交付金債務から振り替える。



■利益について
国立大学法人においては、現金の残っていない利益である「積立金」が、特殊な事情により多額に発生

しています。

－１８－

（特殊な事情１）
法人化の際の特殊な処理により発生
（国の出資の仕組みから発生した、当初
から現金のない利益）

具

体

的

項

目

説

明

（特殊な事情２）
国立大学法人の特有の財務構造等によ
り発生（現金は期末時点で既に決めら
れた通りに支出）

①国からの承継診療機器に係る
資産見返物品受贈額戻入（収益）

法人化の際に、出資というかたちではな
く、贈与というかたちをとったため利益と
して計上されたが、いずれも事業用資
産であり、事業を実施する限り一定水準
の量（又は額）を保持しなければならな
い資産。
理論上、現金は常時、未収入金・棚卸
資産・固定資産などの事業用資産と
なっており、現金としては残らない。

④附属病院に係る借入金の元金返済額

と見合いの固定資産の減価償却費の額

との差

附属病院を有する多くの国立大学法
人において、構造的に借入金の元金
返済額の方が減価償却費の額よりも
大きい。

費用である減価償却費を超える返済
を行うためには、差額分の利益を獲
得する必要があり、当該差額分の利
益が、現金の残っていない利益とな

る。

②国からの承継未収入金に係る債権受
贈益

③国からの承継棚卸資産に係る物品受
贈益

国立大学附属病院は、利益を上げて借入金を返済する仕組みの中で、努力して利益は上げる
ものの、返済のための支出により、現金は残らない。

①
附属病院収入

（収益・現金収入）
100

②
減価償却費

（費用）
60

③
借入金の

元金返済額
（現金支出）

100

返済に必要な利益額
（現金の残っていない利益）

④＝①－②　40

現金は①－③で 0



７．用語解説

－１９－

◇ 費用について

業務費
国立大学法人の業務に要した費用です。教育経費、研究経費、診療経費、教育研究支援経費、受託研究費、受

託事業費、人件費（役員人件費、教員人件費、職員人件費）が業務費にあたります。

一般管理費
国立大学法人全体の管理運営を行うために要した経費です。役員会等のために要する経費や、教職員の福利厚

生に要する経費、学生募集に要する経費などが該当します。また、その他の区分に該当しない経費も一般管理費
に分類されます。

◇ 収入について

運営費交付金
各国立大学法人が継続的・安定的に教育研究活動を実施するために必要な経費に対して行われる財源措置で

す。収入と支出の見積差額が運営費交付金として国から交付されます。運営費交付金は使途が特定されていない
ため、「渡し切りの交付金」の性格を持ちます。

科学研究費補助金
人文･社会科学から自然科学まで全ての分野にわたり、基礎から応用までのあらゆる「学術研究」（研究者の

自由な発想に基づく研究）を格段に発展させることを目的とする「競争的研究資金」です。ピア･レビューによ
る審査を経て、独創的･先駆的な研究に対する助成が行われます。

◇ 受託研究･受託事業について

受託研究
国立大学法人において、外部からの委託を受けて法人の業務として行う研究です。これに要する経費は、原則

として委託者が負担します。

共同研究
① 国立大学法人において、民間等の外部機関から研究者及び研究経費等を受け入れ、当該法人の教員が外部

機関の研究者と共通の課題について共同して行う研究です。
② 国立大学法人及び民間等の外部機関において、共通の課題に対して分担して行う研究で、当該法人におい

て、外部機関から研究者及び研究経費等、又は研究経費等を受け入れるものです。

受託事業
国立大学法人において、外部からの委託を受けて法人の業務として行う諸活動（受託研究を除く）を指しま

す。これに要する経費は、原則として委託者が負担します。

◇ その他

旧六大学
旧官立の医科大学を前身とする以下の６大学を指します。

同規模大学
医科系学部その他の学部で構成され、学生収容定員１万人未満、あるいは学部等数が概ね10学部未満の以下の

25大学を指します。

千葉大学、新潟大学、金沢大学、岡山大学、長崎大学、熊本大学

弘前大学、秋田大学、山形大学、群馬大学、富山大学、金沢大学、福井大学、山梨大学、信州大学、
岐阜大学、三重大学、鳥取大学、島根大学、山口大学、徳島大学、香川大学、愛媛大学、高知大学、
佐賀大学、長崎大学、熊本大学、大分大学、宮崎大学、鹿児島大学、琉球大学



国立大学法人熊本大学
http://www.kumamoto-u.ac.jp/

「創造する森挑戦する炎」には、本学が熊本の地
で長年培ってきた3つの特質

●地域に身近で世界とつながる、
機動力あふれる総合大学

●実践的課題解決力を持ち粘り強く取り組む、
パワーリーダーの育成と輩出

●歴史や環境を活かして社会が求めるイノ
ベーションを創出する、知的専門家集団

をわかりやすく伝えたい、そして今後も守り育てて
いきたいという想いが込められています。

揮毫は、かつて本学に在籍された漫画家・井上雄
彦氏にお願いしました。


